










研究目的:

　ビタミン E は生体膜の酸化的障害に対して,その安定性を維持するために重

要な役割を演じていることが明らかにされつつある。一方,新生児期はビタミ

ン E の欠乏状態にあるということはすでに明らかにされているが,新生児のビ

タミン E 欠乏状態が,乳児にどのような障害をもたらしているか,まだ明確さを

欠いていた。しかしビタミン E 欠乏状態の動物を高濃度酸素下に曝露すると肺

に障害をもたらす事実は,ビタミン E欠乏状態の新生児には,肺の酸素障害をも

たらしやすい,ひとつの要因を構成していると考えられる。また Jhonson らは,

酸 素 中 毒 症 の ひ と つ と 考 え ら れ て い る 未 熟 網 膜 症 (Retrolental

fibroplasia:RLF)の発生に対し,ビタミン E の投与がその発生を阻止し得る事

実を二重盲検法で検討し報告している。との事実も,酸素障害防止における新

生児期のビタミン E の役割を予想させる事実である。


